
１．はじめに

（１）新潟市の概要

新潟市は、平成17年に近隣13市町村と合併し、平

成19年４月１日には日本海側初の政令指定都市と

なった。平成29年12月末時点で、面積726.45㎢、人

口796,670人である １）。市内は８つの行政区に分か

れ、各区には区役所が設置されている。

平成30年度の新潟市の当初予算における歳出額は

約3,802億円で、うち文化財の保護・活用に係る経

費は約９億４千万円である。

（２）新潟市の文化財保護体制の概要

新潟市の文化財保護事務は主に新潟市文化スポー

ツ部歴史文化課が行っているが、他に各区役所地域

課が各区の文化財に関する業務を所管している。

歴史文化課は、平成11年度に教育委員会生涯学習

課で所管していた文化財保護事務を市長部局が補助

執行することとなり誕生した課で、現在は企画・文

化財係、埋蔵文化財係、歴史資料整備係の３係体制

となっている。また、歴史文化課所管の新潟市文化

財センターは準課相当機関として設置されており

（図１）、市内埋蔵文化財の保存・活用、調査、研究

の他、有形民俗文化財の保存・活用も行っている。

歴史文化課は現在、課長以下35名の正規職員と15

名の非常勤職員等で構成されている。埋蔵文化財に

係る事務分掌としては、開発事前審査、試掘・確認

調査、工事立会、古津八幡山遺跡を除く史跡管理を

歴史文化課の埋蔵文化財係が、本発掘調査、保存処

理、収蔵・保管、展示・活用、史跡古津八幡山遺跡

の保存・活用等を文化財センターが行っている。

市内の歴史文化施設の所管については、旧新潟税

関庁舎等と新潟市歴史博物館は歴史文化課が所管

し、それ以外は各区役所で所管している。

現在、市内の指定文化財は計319件（国19件、県

40件、市260件）、国登録文化財は31件で、種類別の

件数は表１のとおりである。

文化スポーツ部 歴史文化課 企画・文化財担当

新潟市新津鉄道資料館

新潟市歴史博物館

新潟市文化財旧小澤家住宅

（（公財）新潟市芸術文化

振興財団に指定管理）

新潟市文化財センター
　( 準課相当機関）

埋蔵文化財担当

歴史資料整備担当

図１　歴史文化課の組織体系図

表１　新潟市における種類別の指定・登録文化財数
（平成30年３月末時点）

種　　　別 国指定 県指定 市指定 指定計 国登録 合計

有
　
　
形

建　造　物 5 1 16 22 31 53
絵　　　画 1 3 18 22 0 22
彫　　　刻 1 5 14 20 0 20
工　芸　品 1 1 11 13 0 13
書籍・典籍 1 3 29 33 0 33
古　文　書 0 3 21 24 0 24

考 古 資 料 1 10 25 36 0 36
歴 史 資 料 0 5 31 36 0 36

無
形

芸　　　能 0 0 1 1 － 1
工 芸 技 術 0 0 1 1 － 1

民
　
俗

有 形 民 俗 1 1 16 18 0 18

無形民俗
風俗慣習 0 1 0 1 0 1
民俗芸能 0 0 23 23 0 23
民俗技術 0 0 0 0 0 0

記
念
物

史　　　跡 3 2 18 23 0 23
名　　　勝 1 1 1 3 0 3
天然記念物 4 4 35 43 0 43
合計 19 40 260 319 31 350
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２．史跡を活かしたとりくみ

（１）新潟市の国史跡

新潟市内における国指定史跡は４件ある。日本海

側沿岸部における北限の前方後円墳である菖蒲塚古

墳（昭和５年（1930）４月指定）、幕末から明治初

期の開港五港（函館・新潟・横浜・神戸・長崎）の

中で唯一現存する開港当時の運上所（税関）である

旧新潟税関（昭和44年（1969）６月指定）、弥生時

代の日本海側北限域の高地性環濠集落で、古墳時代

には県内最大の古津八幡山古墳が造られた古津八幡

山遺跡（平成17年７月指定）である。他に採油施設

や精製施設、管理施設等の石油関連遺構が残る新津

油田金津鉱場跡が、平成30年10月に国史跡に指定さ

れている。

なお、旧新潟税関は新潟市歴史博物館の敷地内に

あるが、平成31年に開港150周年を迎えることから、

みなとまちの育んだ歴史や文化を継承・発展させ、

地域の誇りを醸成するとともに、拠点性の向上やま

ちづくりを推進し、国内外からの交流人口の拡大や

地域の活性化につなげていくことを目的に、新潟市

の重点事業として関連する講演会や各種イベント等

様々な取り組みが計画、一部実施されている。

（２）史跡古津八幡山遺跡における事例

１）史跡古津八幡山遺跡の概要

史跡古津八幡山遺跡は秋葉区に所在し、標高約50

ｍの丘陵上にある弥生時代後期の大規模な高地性環

濠集落で、また古墳時代には県内最大の古墳である

古津八幡山古墳が築かれている。

弥生時代の環濠に囲まれる範囲は南北400ｍ、東

西150ｍほどで、これまでの発掘調査で竪穴住居50

棟以上、方形周溝墓３基、前方後方形周溝墓１基が

確認されている。環濠は幅・深さとも約２ｍで、Ｖ

字形あるいは逆台形を呈する。また、古津八幡山古

墳は越後平野に面した丘陵先端部に造られた直径60

ｍの円墳で、越後平野の広い範囲を治めた豪族の墓

と推測されている。

弥生時代から古墳時代にかけての変遷や、北陸や

東北との地域間関係など、当時の日本列島の社会情

勢を考える上で核となる重要な遺跡であることから

平成17年に国の史跡に指定された（平成23年に追加

指定）。現在の史跡指定範囲は119,641.23㎡である（う

ち市有地119,292.23㎡、民有地349.00㎡）（図２）。

２）史跡古津八幡山遺跡に関係する諸計画

①にいがた未来ビジョン（新潟市総合計画） ２）

にいがた未来ビジョンは、平成27年度から平成34

年度までの８年間における、本市の目指す姿（都市

像）とその実現に向けた政策や施策を示した総合計

画で、平成27年４月に策定された。

計画においては、「Ⅰ 市民と地域が学び高め合

う、安心協働都市」、「Ⅱ 田園と都市が織りなす、

環境健康都市」、「Ⅲ 日本海拠点の活力を世界とつ

なぐ、創造交流都市」という３つの都市像を掲げて

おり、この３つの都市像の実現のための施策につい

て33項目を示している。このうち、「田園と都市が

図２　古津八幡山遺跡空中写真

図３　にいがた未来ビジョン関連図
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織りなす、環境健康都市」の中の施策16では、「地

域の個性、歴史、文化に根ざしたまちづくり」を掲

げており、これが史跡古津八幡山遺跡を含む本市に

おける文化財保護行政の指針となっている（図３）。

②秋葉区区ビジョンまちづくり計画 ３）

にいがた未来ビジョンに基づき、秋葉区のまちづ

くりの具体的な取り組みを明らかにした計画で、平

成27年３月に策定された。５つの基本方針（目指す

区のすがた）のもと、その実現に向けた取り組みと

して21項目を示している。このうち、古津八幡山遺

跡に関わる項目は、「歴史と個性を活かすまち」を

実現するための「個性を活かした交流のあるまちづ

くり」において取り組むべき項目として、史跡の保

存管理（活用）計画の策定や追加指定、継続した確

認調査の実施を位置づけている他、古津八幡山遺跡

の保存活用に関連する取り組みとして、「歴史ある

文化や宝物の積極的な情報発信」「丘陵地の活用」

「文化財を活用した地域づくりの推進」等の項目が

あり、秋葉区のまちづくりにおいて古津八幡山遺跡

が重要な役割を果たしていくことが期待されている

（図４）。

③新潟市文化創造都市ビジョン ４）

この計画は文化芸術の創造性を活かしたまちづく

りの将来像と今後の指針を示したもので、平成23年

度に策定された。計画の基本方針として３項目を設

定している。

１．文化芸術の振興

２．新潟文化の個性と多様性の伸長

　　～「新潟市らしさ」を深め、広げる～

３．文化を活かした創造都市の実現

　　～文化を活力に～

このうち、古津八幡山遺跡に関わる項目は、基本

方針２を実現するための「地域文化の継承と発展」

図４　秋葉区区ビジョンまちづくり計画関連図 図５　新潟市文化創造都市ビジョン計画関連図
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として取り組むべき項目のひとつに、「史跡古津八

幡山遺跡の整備と活用」が位置づけられている。

加えて、「地域の文化発信～政令指定都市と８区

の文化～」では、秋葉区の取り組みのひとつとして

「歴史遺産の活用」を掲げており、その中で、「古津

八幡山遺跡の整備により、里と人との関わりや地域

の歴史を後世に伝えていく」としている（図５）。

④新潟市都市計画マスタープラン ５）

新潟市都市計画マスタープランは、平成20年６月

に策定された。このマスタープランにおいて、史跡

古津八幡山遺跡を含む花と遺跡のふるさと公園は、

良質な景観資産として位置づけがなされている。

その上で、秋葉区の区づくりの方向性は、「区の

シンボルとなる水豊かな信濃川・阿賀野川、緑豊か

な新津丘陵、これらに囲まれた田園地域を区の風景

の骨格となる貴重な資産ととらえ、この豊かな生態

系をはぐくむ恵まれた自然の保全と活用に努め、美

しい景観と調和のとれたまちづくりを目指す」とあ

る（図６）。

⑤にいつ丘陵里山保全活用基本計画 ６）

この計画は、多様な動植物の生息地で、古くから

人々の生活と深く関わりを持ち、現在は市民の憩い

の場でもあるにいつ丘陵の里山について、良好な自

然環境を保全するとともに、その利活用を図るため

平成17年度に策定された。古津八幡山遺跡のさらな

る活用や整備に向けて、里山保全の観点から広域的

に定めた関連計画として重要である。

本計画は、里山としての環境を整備・保全するこ

とを第一とし、積極的に人が里山に入り利活用する

ため、計画のポイントを５項目設定している。

１．美しい「里山」の景観の保全や再生を図る。

２．健康増進やリフレッシュできる場所としての

整備を目指す。

３．様々な活動を通した体験型の学びの場として

の活用を図る。

４．観光やレクリェーションの場として、楽しめ

る空間づくりを目指す。

５．市内・外の交流の場として整備・活用を図る。

この計画において、古津八幡山遺跡を含む金津丘

陵は歴史・文化エリアとして設定され、近隣エリア

図６　新潟市都市計画マスタープラン関連図 図７　にいつ丘陵里山保全活用基本計画関連図
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をつなぐ既存遊歩道の改善等を行い、散策を楽しむ

ために「散策ネットワーク」の充実が求められてい

る。新津丘陵内の拠点施設である花と遺跡のふるさ

と公園は、史跡古津八幡山遺跡の他に、新潟県立植

物園や新津フラワーランド、新潟県埋蔵文化財セン

ター、新潟市新津美術館を核とするもので、専門性

に特化している点が特性であり、「主として、植物、

史跡、アート等に関する教養・学識、情報発信等を

高める体験・学習・交流の場」と位置づけている

（図７）。

⑥史跡古津八幡山遺跡保存活用計画 ７）

国指定文化財である史跡古津八幡山遺跡について

適切な保存・活用を行い、その価値を次世代へと継

承することを目的として平成29年３月に策定された

計画で、施策を検討し、各種事業を着実に実行して

いくために必要な行政上の短期～長期それぞれの指

針を定めたものである。

計画は、史跡の現状を把握し、課題を認識した上

で、必要な対策を施すための方針や具体的な方法、

施策の推進方法等について、「保存管理」・「活用」・

「整備」・「運営・連携体制」の４つの観点から定め

ており、史跡の保護に万全を期するとともに、さら

なる整備・活用を行っていくための計画を示してい

る。なお、計画の策定にあたり平成27・28年度に「史

跡古津八幡山遺跡保存活用計画検討委員会」を開催

した。平成28年５月から６月にかけては史跡公園や

弥生の丘展示館の他、史跡周辺の諸施設、新潟駅利

用者を対象にした対面式によるアンケート調査、史

跡周辺の自治会・町内会及び市内小・中学校を対象

にした書面でのアンケート調査を実施し、これによ

り現状を把握するとともに、その調査結果を計画策

定の参考としている。

３）史跡古津八幡山遺跡の整備・活用状況

①整備の状況

現在、史跡指定地内およびその周辺は、「新潟市

古津八幡山遺跡歴史の広場」（以下、歴史の広場）

として条例で定められている。歴史の広場は、竪穴

住居や環濠、古墳等が復元整備されている丘陵部の

「史跡公園」と、丘陵麓にある「史跡古津八幡山弥

生の丘展示館」（以下、弥生の丘展示館）からなる。

国史跡指定後の平成18年度から歴史の広場の整備

工事に着手し、平成23年度に弥生時代復元ゾーンの

整備（第１次整備）工事が完了、平成24年度に古津

八幡山遺跡のガイダンス施設である弥生の丘展示館

が開館したことで、歴史の広場として暫定供用を開

始した（図８・９）。

また、平成23年２月に古津八幡山古墳周辺が追加

指定されたことを受けて、確認調査ののちに古津八

幡山古墳の復元整備工事を実施し、平成26年度に古

墳時代復元ゾーンの整備（第２次整備）工事も完了

した（図10）。このように、平成18年度から平成26

年度にわたる整備工事を経て平成27年４月から歴史

の広場は全面供用となっている（図11）。

史跡公園では、発掘調査成果に基づき、地下の遺

図８　復元された竪穴住居

図９　弥生の丘展示館外観

図10　復元された古津八幡山古墳
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図11　古津八幡山遺跡現況平面図
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構に影響がないよう保護盛土をしたうえで、弥生時

代の竪穴住居７棟や環濠、方形周溝墓２基、前方後

方形周溝墓１基の他、古津八幡山古墳等の復元整備

をこれまでに行っている。

弥生の丘展示館は延床面積429.934㎡の建物で、

展示室や体験学習室、事務室があり、館外には屋外

体験学習場を備える。また、館に隣接する空間には、

弓矢体験用の広場や発掘体験学習用の砂場がある

他、土器焼用の窯が設置されている（図11）。

弥生の丘展示館の常設展示は、弥生時代と古墳時

代が中心であるものの、古津八幡山遺跡が旧石器時

代から平安時代の複合遺跡であることから、古津幡

山遺跡の全時代を紹介できるよう、旧石器時代・縄

文時代・奈良時代・平安時代も含めた通史的な展示

構成となっている。また、展示室の導入部分には史

跡のある新津丘陵の里山の自然を紹介するコーナー

も設けている。

常設展示では古津八幡山遺跡から出土した旧石器

時代から平安時代の土器や石器等500点以上を展示

している。小学生や中学生でも親しみを持てるよう、

展示ケースの壁面には全面に考古イラストレーター

の早川和子さんによる古津八幡山遺跡の復元画を拡

大して貼っている。この他、古津八幡山遺跡の弥生

時代のムラの様子や、タッチパネルモニターで各再

現シーンのアップ画像や簡単な解説を見ることがで

きる復元ジオラマ模型がある。

また、ガイダンスシアターでは子供向けにアニ

メーションを多用した「国指定史跡　古津八幡山遺

跡の歴史」という映像や、これまでの復元整備、古

津八幡山古墳の調査等の映像を見ることができる。

なお、弥生の丘展示館の来館者数については、展

示館入口に設置してあるセンサー式の計数機で把握

している。加えて、弥生の丘展示館の開館前後や、

開館時でも展示館を利用せずに史跡公園へ行く来跡

者が一定数いることから、史跡公園の来跡者数の実

態を把握するために、平成28年３月より弥生の丘展

示館脇の史跡公園へ至る通路に新たにセンサー式の

計数機を設置している。

②活用の状況

史跡古津八幡山遺跡の活用事業は、弥生の丘展示

館を核として行っている。担当は弥生の丘展示館職

員と文化財センターの一部職員であるが、文化財セ

ンター職員は他の業務との兼務である。なお、弥生

の丘展示館には非常勤職員２名と臨時職員２～３名

が休館日を除き常駐している。

以下では、実際の活用内容や、平成28年度に実施

したアンケート ７）の結果等に基づく歴史の広場の

利用者の概要、関連機関や周辺施設等との連携体制

の状況等について記す。

ａ.活用内容・歴史の広場利用者の概要

古津八幡山遺跡では、平成29年度までに計20次の

発掘調査を行っているが、史跡を適切に保存管理し

後世に確実に継承していくため、史跡指定地内外に

おいて調査が不十分な場所については確認調査を継

続して行っている（図12）。調査成果については現

地説明会や発掘調査速報会、ホームページ等で広報

している。なお、現地説明会の参加者からは、調査

現場と史跡公園を一緒に見ることで復元整備前後の

経過がイメージできた等の意見もある。

弥生の丘展示館では、常設展示の他に企画展を年

３・４回開催しており、各企画展において関連講演

会や展示解説を実施している（表２）。来館者には

蛇腹折のリーフレットを配布している他、古津八幡

山遺跡や周辺の歴史を紹介する小冊子のガイドブッ

クを無料で配布している。ガイドブックは、古津八

幡山遺跡の理解を助け、展示や史跡公園の見学を補

図12　検出した竪穴住居（平成29年度確認調査）
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助するものと位置づけており、現在No.1 ～６まで

計６冊作成している（図13） ８）。

また、展示館では主に弥生時代や古墳時代の暮ら

しに関連する体験を通して古津八幡山遺跡への興味

や関心を持ってもらえるよう体験学習を常時行って

いる（図14）。体験学習は個人利用と団体利用があり、

個人利用は月別で無料及び有料体験を複数用意し、

利用者が予約なしでも行えるようにしている。

個人利用の体験学習は時間設定が短いメニューも

揃えており、周辺施設と併せて利用する家族連れを

中心に好評である。一方、団体利用は事前予約を前

提として、体験学習に加え、展示解説や史跡公園で

の解説等も合わせて行っている。

弥生の丘展示館の来館者は個人利用が大半を占め

ている。来館者数は年間平均で40,000人を超えてい

る（平成24 ～ 29年度）。休日を中心に比較的低年齢

の子供連れの家族が多いのが特徴であり、史跡公園

においても休日は家族連れが50％以上と最も多い。

これは隣接する新津美術館や県立植物園等の周辺施

設と一緒に利用する方が多いためと考えられる。

団体利用については小学校が最も多く、新潟市内

の公立小学校の３割近く、近隣の秋葉区や南区では

半数以上の小学校が利用している。主に小学６年生

の社会科の校外学習として利用されている。

小学校に次いで自治会・町内会等の利用も多い。

これは新潟市市民生活部広聴相談課による、動く市

政教室という事業を通じての利用が多いが、それ以

外での利用も含めて近年増加傾向にある。

団体利用の内容は、常設展示や史跡公園の解説と

体験学習を組み合わせ、各利用者の要望や条件に応

じて実施している。施設の広さや準備できる道具等

により、一度に20 ～ 40人の対応が限度で、かかる

時間も内容によって20 ～ 120分と幅が大きい。その

ため、人数が多い場合には、体験メニューや解説を

複数の班に分けて実施している。

授業においては、市内にある弥生時代の高地性環

濠集落の事例として古津八幡山遺跡を取り上げる学

校が小学校で７割、中学校で５割近くあり、授業で

表２　平成29年度弥生の丘展示館企画展・企画展関連講演会・企画展示解説一覧

企画展名 会　　期
関連講演会・イベント

演　　　目 
イベント名 開 催 日 講　　師

古津八幡山遺跡の保存・活用 平成29年４月４日（火） 
～６月25日（日）

国史跡古津八幡山遺跡と今後の保存活用計画
について（実地講座） 平成29年４月23日（日） 相田泰臣

金田拓也

鐵（てつ） 
－北陸における鉄生産－

平成29年７月４日（火） 
～９月24日（日）

我が国の製鉄遺跡の歴史 
－東日本を中心とした古代から中世まで－ 平成29年８月20日（日） 　穴澤義功氏 

（たたら研究会委員）
展示解説 平成29年７月23日（日） 渡邊朋和

古墳時代のお祭り 
－石に籠めた祈り－

平成29年10月３日（火） 
～ 12月17日（日）

石で作られた祭りのための道具（祭祀具） 
－不可解な石製模造品－ 平成28年10月22日（日） 金田拓也

展示解説 平成29年10月９日（月） 金田拓也

邪馬台国の時代５ 
－柏崎・上越・頸城の世界－

平成30年１月４日（木） 
～３月25日（日）

石器から見た弥生時代の稲作農耕文化 平成30年２月11日（日）
澤田敦氏（公益財団法
人新潟県埋蔵文化財調

査事業団）
展示解説 平成30年２月４日（日） 渡邊朋和

図13　リーフレット・パンフレット

図14　弥生の丘展示館体験学習室の様子
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学ぶものを実際に見て体験できる点等が、利用した

小学校からは好評を得ている。なお、周辺には新津

美術館や県立植物園の他にも地層を観察できる場所

や、石油の世界館等もあり、複数の科目の校外学習

を１日で行うことができるという声も多く聞かれ、

様々な施設が集積するメリットがうかがえる。

なお、近くにある新潟県埋蔵文化財センターでも

団体の体験学習や解説等を受け入れており、近年は

状況に応じて弥生の丘展示館と分担して受け入れる

場合もあり、これも関連施設が近くにあるメリット

といえる。

新潟市内の小学校において、歴史の広場を校外学

習に利用しない理由としては、限られた授業時数や

交通手段がないことが大半を占めている。現地を訪

れない代わりに、出前授業の実施や教材資料の充実

を望む小学校もある。また、古津八幡山遺跡そのも

のを知らなかったり、団体利用を受け入れているこ

とを知らない小学校もあり、歴史の広場についてさ

らなる周知を行っていく必要がある。

校外学習として歴史の広場を利用する中学校は、

秋葉区を中心に数校にとどまっている。小学校同様、

授業時数や移動方法の問題等により、校外学習とし

ての利用が困難であることがその主な理由であり、

小学校も含めて出前授業や古津八幡山遺跡に関わる

内容の教材資料の作成等、教室で行う授業でも史跡

を活用していく方法について検討している。

なお、個人・団体の体験学習や解説への対応は、

弥生の丘展示館の職員が担当しているが、混雑時や

団体人数が多い時等は文化財センターから職員が応

援に行っている。

他にも、土器づくりや稲作体験（図15）、発掘体験、

植物観察等のイベントを事前申込みで行っている。

平成27年度からは、イベントや企画展示、体験学

習等の年間予定を掲載したチラシを年度初めに作っ

て配布している。また、周辺施設・機関と秋葉区役

所産業振興課からなる「花と遺跡のふるさと公園」

魅力アップ連携協議会があり、年１回、花と遺跡の

ふるさと公園全体のイベントを開催している。なお、

この連携の中で、平成30年には花と遺跡のふるさと

公園専用のパンフレットを作成した（図16）。

ｂ.連携体制等の状況

古津八幡山遺跡の知名度については、地元の町内

で７割、市民で３割、それ以外が１割程度である。

歴史の広場の利用者からは、今まで知らなかった

が訪れると大変良かった等の声とともに情報発信が

足りないという意見も多くある。庁内外の観光情報

等を手掛ける機関とのさらなる連携を行う必要があ

る。

また、地元住民が組織するコミュニティー協議会

では古津八幡山遺跡周辺のボランティアガイドに向

けた取り組みを近年展開している。このガイドは、

遺跡に限らず石油関連遺産や里山の自然等も含めた

ガイドであり、今後、これら地元団体とさらなる連

携をし、地元住民が主体となり地域の財産を活かし

た活動がより活発化していくことが望まれる。

地元の小・中学校とは、校外学習での団体利用や

職場体験等でのつながりはあるが、古津八幡山遺跡

図15　イベント稲作体験の様子

図16　花と遺跡のふるさと公園パンフレット
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をはじめ、郷土の文化財や歴史をより知ってもらい、

郷土への愛着をさらに持ってもらえるよう、地域づ

くりとしてのさらなる連携を模索しており、「史跡

古津八幡山遺跡保存活用計画推進委員会」において

も、委員である地元小・中学校の校長先生から様々

なご意見やご指摘を頂いているところである。

３．おわりに

史跡古津八幡山遺跡では保存活用計画に沿って史

跡内外の確認調査を継続して行いながら、史跡を適

切に保存管理し、後世に確実に継承していくととも

に、史跡を活かした活用をさらに行っていく方針で

ある。これまでのところ庁内の理解もあり、史跡の

保護において首長部局でのデメリットや活用面での

保存の危惧等は特に生じていない。

なお、古津八幡山遺跡というわけではないが、交

流人口の拡大という施策に係り、副市長と文化ス

ポーツ部、都市政策部、観光・国際交流部での３部

局にまたがる会議や連携が近年行われている。この

ような連携は首長部局にいる方が行いやすいという

側面もあり、市長部局に属しているメリットともい

えよう。

古津八幡山遺跡に関しては、庁内においてイベン

トや広報等で秋葉区役所の産業振興課をはじめ、広

聴広報課など庁内の各課と連携する機会はあるもの

の必ずしも多いとはいえず、また観光政策部署や地

域づくり関連の部署との直接的な連携も多くはな

い。市の予算規模は年々縮小傾向にあり、前記の開

港150周年事業等、市の重点事業に採択されると比

較的多くの予算がつく傾向にある。今後も古津八幡

山遺跡に関わる多様な事業を円滑かつ効率的に実施

し、相乗効果を得ていくためには、庁内外の関連諸

施設、機関、組織等との横断的な連携体制をさらに

強化、構築していくことが必要となっている。また、

史跡を活かした人材育成等の地域づくりに関わって

いくために、地元住民や教育委員会、近隣の小学校・

中学校とのさらなる連携も必要となっている。

このような情勢の中、求められる文化財担当の能

力や役割としては、まず地域研究によって史跡の内

容や歴史的位置づけ、本質的な価値を把握し、対外

的に説明できる専門的な能力を基盤とし、史跡の保

存や活用を適切に行っていくとともに、郷土に愛着

をもってもらえるよう、それらを市民に分かりやす

く広報していくことであると考える。さらに、史跡

を地域づくりや観光振興につなげ、適切に保護して

いくために、庁内外の諸機関や個人に対する行政的

な調整能力もより必要になってきているといえる。

個人的にはいずれも力不足を痛感することが多

い。さらなる研鑽に励むとともに、庁内職員や地域

住民、史跡古津八幡山遺跡保存活用計画推進委員会

の委員をはじめ、関係する様々な方の知恵をお借り

し、また協力しながら、今後も史跡古津八幡山遺跡

を活かした各種取り組みについて改善しつつ継続的

に取り組んでいきたい。

【補註および参考文献】
１） 新潟市広報課 2018『新潟市 市勢要覧』
２） 新潟市地域・魅力創造部政策調整課 2015『にいが
た未来ビジョン（新潟市総合計画）』

３） 新潟市秋葉区役所地域課 2015『秋葉区 区ビジョン
まちづくり計画（平成27年３月）』

４） 新潟市文化観光・スポーツ部文化政策課 2012『新
潟市文化創造都市ビジョン』

５） 新潟市都市政策部都市計画課 2009『新潟市都市計
画基本方針－都市計画マスタープラン－』

６） 新潟市新津支所 2006『にいつ丘陵里山保全活用基
本計画 概要版』

７） 新潟市教育委員会 2017『国史跡古津八幡山遺跡保
存活用計画』、新潟市教育委員会 2017『国史跡古津
八幡山遺跡保存活用計画付属資料』

８） 新潟市文化財センター 2012『弥生の丘展示館ガイ
ドブック№１』、新潟市文化財センター 2013『弥生
の丘展示館ガイドブック№２（弥生時代編）』、新潟
市文化財センター 2013『弥生の丘展示館ガイドブッ
ク№３（古墳・奈良・平安時代編）』、新潟市文化財
センター 2013『弥生の丘展示館ガイドブック№４
（防禦的集落と弥生・古墳時代墳墓編）』、新潟市文
化財センター 2013『弥生の丘展示館ガイドブック
№５（イラスト編）』、新潟市文化財センター 2015
『弥生の丘展示館ガイドブック№６（古津八幡山古
墳編）』、新潟市文化財センター 2017『弥生の丘展
示館ガイドブック№１（改訂版）』

平成29年度 遺跡整備・活用研究集会報告書144




